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　作品の主題は新しい時代を前にしての旧西部の美なる世界め衰退と崩壊であり，その旧西部を象
徴するヒロイツ，メアリアン・フォレスターと係わる代表的な男性達は，開拓者世代に属し彼女よ
りも25歳年上の夫，ダユエル・フォレスター(Daniel Forrester)大尉，夫人の隠れた情事の相手
である40男のフランク・エリンジャー(Frank Ellinger),新興勢力を代表するアイヴィ・ピーター
ズ，それに対照的な二つの時代の接点に立ち，作者の代弁者的な役割をつとめる語り手のニール・
ハーバートの四人である。この作品は，特に時間の経過と密接に関連しているが故に，物語の展開
を追いながら論を進めてゆきたい。
　フォレスター大尉は若い頃，バーリントン会社のために数百マイルにわたる西部の鉄道敷設をや
り遂げ，ついに鉄道貴族の一人となった辺境の偉人である。開拓者として成功した大尉1は，25歳
も年下の美しい魅力的な女性を妻に迎えて，その自然の美しさ故に永住の地と選んだネブラスカの
スウィート・ウォーターにある広大なフォレスター屋敷に身を落ち着けている。屋敷の奥にある彼
等の丘の家は，オマハからデンヴァーまでの間では鉄道貴族なら誰一人として知らぬ者は居ないほ
ど有名であり，夫妻はしばしば彼等を客に迎えて優雅なゆとりのある生活を楽しんでいる。フォレ
スター屋敷は開拓者の築き上げた美しい世界を象徴するもの2であり，したがって卑小な田舎町の
人々には近寄りがたい別世界である。
　ある夏の朝，この屋敷内にある美しい沼地ヘポメロイ（Ｐｏｍｍｅrｏｙ）判事の甥で12歳になる少年
ニールが数人の友人達と共にピクニック｡にやってくる。小川と林のある沼地に入る許しを求める子
供達の前に，夫人はピンクのバラを一輪手にして現われる。この美しく気品のある上流階級の夫人
は，少年達にとっては「町の他の女性達とは違う［“different from the other townswomen”］3」
「全く特別な種類の人間［“ａ very specialkind of person”］(p.19)」であるが，とりわけニール
にとって，夫人は美を体現する女神とも言うべき憧れの女性,無垢なる愛の対象である。4（バラは
“one without peer”5を象徴し，かつまた美の女神アプロディーテーに捧げられた花であり／その
アプロディーテーとは「終りのある愛［“mortal love”］6」の象徴であることに注意しておきたい。）
　５歳で母を亡くした彼は，カールやジムと同様年上の女性を慕い，追い求める人物の一人である
のは無理からぬことではあるが，ただ彼の憧れる女性のタイプは，彼等の理想とした逞しい母なる
女性ではなく，異性として美しく優雅な女性である６というのも，生前は「失敗と敗北［“failure
and defeat”］（p.30）」の人生を歩みながら，死後はその自惚れの強さだけで田舎町の人々に今も
記憶されている母に対して，気位の強いニールぱpoor lady”（p.30）と嘆かざるをえないほど深
い失望を抱き，加えて彼は家事が出鱈目で，何かにつけて幻滅させる年上の従姉妹と毎日暮らして
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いるからである。
　少年達のやってきた屋敷内には野バラが一面に咲き乱れ，いたる所で小鳥や蝶が飛び回っていて，
まるでそこは楽園の世界そのものである。やがて遊び戯れる子供達の前にクッキーを持って現われ
る夫人の姿（肌・服・靴）は，この楽園の住人にしてニールの無垢な愛の対象たるに相応しく白一色
である。ところが，この平和な楽園の世界は，夫人の立ち去った後に現われた一人の醜い男によっ
て破られる。それは，屋敷内では大尉によって厳しく禁じられている銃を持って聞人してきたアイ
ヴィ・ピーターズである。彼は子供達の見ている前でぱちんとでキッツキを打ち落とし，その目を
かみそりで切り裂いた後で闇の世界に放すという残忍行為を働くのである。このキツツキの姿は後
の夫人の生き様と重なっていることを指摘しておこう。　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　このアイヴィこそ，開拓者世代に取って代わる非道と物欲の新しい物質主義世代を典型的に代表
し，やがては大尉の長年の夢を結晶させた楽園（フォレスター屋敷）とその妻を揉嗣し，己のなす
がままにしてゆく人物である。であれば，彼が男根のダメージとサタンであるヘビのイメージを併
せ持つ醜い若者として描かれているのは何ら驚くべきことでもなかろう。7それは次の文章に明ら
かである。
田［lｖy］carried himself with unnatural erectness, as if he had a steel rod down his back
　(p. 20); It［his face］was red, and the flesh looked hard, as if it were swollen from bee-
　stings, or from an encounter with poison ivy （･p.21); His eyes were very small, and an
　absence of eye-lashes gave his pupils the fixed, unblinking hardness of ａ snake's or a liz- ｀
　ard's (pp. 21-22);　He got stiffly down on his knees, his joints seemed disinclined to
　bend at all ... (p. 24)
（訳）「アイヴィはまるで鉄の棒を背中に付けているかのように，不自然なほど身体をまっすぐ
　　にして歩き」丿その顔は皮膚が赤く，まるで蜂に刺されたか，毒蔦に触って腫れ上ったかの
　　ように堅く見え」,「また非常に小さな目はまつげがないために，その瞳はヘビやトカゲのよ
　　うに冷酷に見える。」「彼の膝関節は，思うように曲がらないようであった。」
(2) He［ａ well-grown boy of eighteen or nineteen］was an ugly fellow, Ivy Peters, and he
　liked being ugly. (p. 22)
　（訳）醜い男であった，アイヴィ・ピーターズは。そして彼は醜いことが気に入っていた。
　さて，この醜い若者アイヴィのフォレスター屋敷へ｡の侵入とその破壊行為に見られるように，開
拓者大尉の黄金時代と彼の築き上げた楽園の世界は，台頭してくる新しい世代の勢力に侵害されて，
今やその落日を迎えようとしているのである。事実，前途洋々としていたスウィート・ウォーター
の町も，数年後には寂れ始め，フォレスター邸を訪ねる辺境の偉人達も少なくなってゆく。この衰
退してゆく開拓時代を象徴するかのように，大尉は肉体的にも経済的にも崩壊し，夫人は道徳的に
転落してゆく。では，その過程を追いながら，敗北してゆく開拓者世界を具体的に見てみよう。
（２）
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　まず最初に，もはや若くはない大尉は，ひどい落馬事故を起こして，すっかり身体を壊し，それ
がもとで鉄道建設業者としての彼の人生が挫折する。それまで大尉夫妻は10月の下旬から４月の終
り迄は，いつもデンヴァーやコロラド・スプリングズヘ避寒に出かけていたので，彼等は田舎町の
人々にとっては眩しい夏の存在であったが，わけても「夫人は，ニールにとって夏と共に訪れ，夏
と共に去る喜びであった［“She was an excitement that came and went with summer”］(p. 31)」。
少年ニールの憧れと無垢なる愛の対象である夫人には，夏によって象徴される「光り［“light”］8」
と「無垢［“innocence”］9」のイメ＝ジが最も相応しいものであるのは申すまでもなかろう。
　しかし，この事故の後，夫妻は年毎に「灰色の町」スウィート・ウォーターにある丘の家で過ご
す期間が長くなり，ニールが19歳になった時，ついに彼等はもはや避寒に出かける余裕はなくなり，
完全に冬の存在となる。すなわち，ここに至って大尉のみならず夫人さえも冬に象徴される「滅び」
の段階を迎え，時間の経過と共にそのイメージを色濃くしてゆくのである。なぜなら，開拓者世界
の落日から敗北を描く『迷える夫人』にあっては，時間は，言うまでもなく，クロノスの鎌であり，
「滅び」の冬は決して「再生」と「希望」の春には回帰してゆかないからである。夏はまた「衰亡
を孕む美［“beauty anticipating decline”］lo」の象徴でもあることを考えれば，美の体現者として
ニールの憧れてきた夫人がついに冬の存在となった時，その美しさもまた「滅び」の時を迎えるの
は自然であろうが，その時期がニールの20歳を過ぎたすぐ後に設定されているのを見ても，この夫
人の美の「滅び」の中に彼の人生へのイニシエーションがあるのは明らかである。¨次の文を見て
みよう。
It was during that winter, the first one Mrs. Forrester had ever spent in the house on the
hill, that Niel came to know her very well. For the Forresters that winter was ａ sort of
isthmus between two estates; soon afterward came a change in their fortunes. And for
Niel it was ａ natural turning-point, since in the autumn he was nineteen, and in the spring
he was twenty, - ａ very great difference.　(p. 69)
（訳）　ニールがフォレスター夫人をよく知るようになったのは，夫人が丘の上の家で初めて過
　　ごした，その冬の間であった。フォレスター夫妻にとっては，その冬はいわば二つの地所の
　　境をなす地峡のようなものだった。というのは，そのすぐ後で彼等の運命に変化が起きたか
　　らである。そしてニールにとっては，その冬は自然の転換点であった。なぜなら，秋には19
　　歳であったニールが，春には20歳になったのだから……これは大変な違いであった。
　では，この冬を境として没落してゆくフォレスター家の運命について見てみよう。前座として大
尉と夫人の「滅び」に決定的役割をつとめるのは，アイヴィよりも年上の男性達である。その組み
合わせは，夫人と40男のフランク・エリンジャー，大尉と銀行の若い幹部達である。時間がクロノ
スの鎌である世界では，より若いアイヴィが主役とすれば，彼等が脇役となるのは当然であろう。
脇役である彼等は，言う迄もなく，アイヴィほど極悪非道ではないとしても，しかし醜い新世代の
先陣を切るに相応しい卑小な人物であり，彼等の特色はアピアランスとり,アリティの対照的な評価
の違いにある。すなわち，彼等は外見を見事に保ってはいるか，中味は既に腐敗しているのである。
　まず，エリンジャーは「善良な男の模範的人物［“a prince of good fellows”］(p.49)」として
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　世間の評判は極めて良いが，実際は「野卑な俗物［“coarse worldlings”］(p. 85)」である。だか
　ら，彼は外見は長身，スマート,･広い肩幅と実に見事な男性美を有しながら，その身体の中には
　「何かしら野獣の持つ残忍性［“something of the cruelty of wild animals”］(p. 46)」が潜んでい
　るのを感じさせる人物として描かれている。次に,銀行の幹部達は「前途有望な若い実業家［“prom-
‘ising young business ｍｅｎ”］(p.90)」と世間では言われているが，つまるところて肝っ玉の小さ
　い悪党ども［“white-livered rascals”］(p. 92)」に過ぎないのである。この両者によって大尉も夫
　人も，ほぼ時を同じくして美の世界から滅びの世界へと転落してゆくのであるが，最初に夫人とエ
　リンジャーとの係わり合いから見てみよう。
　　夫妻が丘の家で初めて冬を迎えることになった年，エリンジャーはクリスマスの客としてデンヴァ
　ーからフォレスター邸に登場する。夫妻の「運命の変転」がこ｡の半年後にデンヴァーで起こること
　を思えば，彼はその先ぶれをなす不吉な人物と言えよう。事実，ニールは第一印象から，この男の
　中に「何か邪悪なもの［“something evil”］(p. 46)」を感じ取っている。彼こそ夫人の隠れた情事
　の相手であり，この「野卑な俗物」によ･つてニールは，一人の美しい女性にして同時に尊敬すべき
　大尉の貞淑な妻として理想化してきた夫人の醜い実像を知らされ，その結果，美の体現者としての
　夫人の姿はニールの心の中から永遠に滅び去ってしまうのである。その時期は，既に述べたように，
　ニールが20歳を過ぎたすぐ後の６月であり，しかも，こともあろうに大尉が頭取をしているデン
　ヴァーの銀行が倒産したという知らせを受けて彼が留守にしている間のことであった。
　　かつて「非類なき人」を象徴するバラは，ニールにとって夏のイメージに覆い包まれる美しい夫
　人には最も相応しいものであった。しかし，その夫人が「膿みただれたユリ［“lilies that fester”］
　(p.89)」であることを知った時，ニールが怒りに狂って夫人に捧げるべきバラを泥穴の中に投げ
　捨ててしまうのも当然のことであろう。「膿みただれたユリは，雑草よりも厭わしいにおいがする
　［“liliesthat fester smell far worse than weeds.”］12（p.87）」（シェイクスピアのソネットからの
　引用）とつぶやくニールの言葉の中に，「美の理想［“an aesthetic ideal”］(p.87)」を踏みにじら
　れ，「生涯のうちで最も美しいものの一つ［“one of the most beautiful things in his life”］（p.
　86）」を失ってしまったストイックでロマンティックな若者の深い怒りと悲しみを感ずることが出
　来よう。ユリとは，申すまでもなく，“1 . an emblem of chastity, innocence, and purity”13であ
　るが，同時にまだ2. purity, (connubial) chastity, heavenly bliss”｀4ど3 . majesty, queenly
　beauty and grace”15の象徴でもあることを指摘しておきたい。
　　開拓者大尉の築き上げた美しい楽園の世界とも言うべきフォレスター屋敷の一番奥の高みにあり，
　しかもかつて少年ニールが「二度とこんな素晴らしい所へ来るこ｡とはないだろう［“he would
　probably never be in so nice ａ place again”］(p. 28)」と思った「光」に溢れる眩しい家が，暗黒
　の不義なる性愛で汚されたのである。とすれば，フォレスター屋敷という楽園の世界が崩壊を迎え
　るのも，もはや時間の問題と言ってよかろう。事実，この後すぐに夫妻の「運命の変転」が起きる
　のである。ポメロイ判事と共にデンヴァーに出かけていた大尉が，莫大な財産を失い無一文となっ
　て帰ってきたからである。では次に，大尉と銀行の若い幹部達との係わり合いを見てみよう。
　　大尉が頭取をしているデンヴァーの銀行が倒産したのは，全国的な経済恐慌のあおりを受けたた
　めであるが，この倒産の事後処理を通して古い世代と新しい世代のあまりにも対照的な態度の違い
　を見ることが出来る。名誉を重んじる大尉は，自分の名を守るために屋敷と僅かな年金以外の全財
　産を投げ出し，全額を預金者に支払ったのに対して，他の若い幹部達は損失を弁償するのを拒み，
　大尉がどんどん裸になって，果ては生命保険すら抵当に入れるのを軽蔑した顔で，ただ黙って見て
　いたのである。ここに見られるように，大尉は昔の西部を築き上げた心の広い夢想家（開拓者）達
　が持っていた「ﾈL儀正しい同胞愛［“ａ（ごourteous brotherhood”] (p. 106)」を具現する人物16で
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はあるが，その大尉と同じ世代に属するポメロイ判事の「私は，あまりにも長生きし過ぎたような
気が致します［“By God, Madam, I think I've lived too long! ”］(p. 92)」という深い嘆きの中に，
時代と権力の交代をはっきりと見て取ることが出来よう。
　さて，心労がたたった大尉は，デンヴァーから帰った夕方，卒中を起こして倒れる（辺境の巨人
である大尉は，その倒れ方も「象(p. 94)」や「山(p. 41)」のイメージで形容されていることを
指摘しておきたい）。３週間後，大尉は杖にすがって歩ける程度に回復するが，もはやその姿に昔
日の面影はない。経済的にも，肉体的にも崩壊した大尉と夫人の行く末を案じながらも，８月ニー
ルは東部の大学（マサチューセッツエ科大学）で建築学を学ぶために旅立ってゆく。では，第二部
を見てみよう。
（３）
　この作品でもまた「オデュッセイア」の手法，すなわち，ある人物を一定の期間をおいて故里に
帰らせ，そこがいかに変っ｡ているかを認識させる方法，が用いられている。ニールは２年ぶりに夏
休みを利用してスウィート・ウォーターに帰省し，故里が哀しいまでに変わり果てていることを思
い知らされる。彼が子供の頃に遊んだ思い出の地，フォレスター屋敷の美しい沼地は，今はいかさ
ま弁護士となっているアイヴィ・ピーターズによって埋立てられて畑に変えられ，夫妻はこの成り
上がり者が支払う借地料に依存して生活せざるをえないほどに零落しているのである。
　大尉は今や２本の杖を必要とするほど衰え，バラの茂みに囲まれた日時計を見ながら１日を過ご
している。開拓者としての豊かな想像力を持ち，成功と敗北の人生を生きてきた大尉は，時間の持
つ意味を深く認識できるが故に,自分の属する時代と共に死を迎える覚悟が出来ているのである。’7
一方，もはやメイドすら雇う余裕のなくなった夫人は慣れない家事労働で疲れ果てながらも，落ち
込んだ穴から抜け出そうと必死にもがいている。一度は「生活の花［“ａ bloom on his existence”］
（ｐ.86）」としての夫人を見限ったニールであったが，２年ぶりで再会する夫人の白い姿は再び少
年の日の憧れと無垢なる愛を呼び起こし，それはこの逆境から夫人を救い出す「守護者J18になりた
いという22歳の青年らしい気持へと変質してゆく。しかし，その彼をいらいらさせるほど頻繁に，
銃を待ったアイヴィが我がもの顔で夫妻の屋敷内を潤歩しているのである。彼は，初夏の６月とい
うのに，昔と変わらず黒いフェルト帽と冬物の既製服を好んで身につけているが，黒に象徴される
「冥界の闇［“the darkness of the underworld”］19」と冬に象徴される「暗黒と不幸［“darkness
and misery”］゛」のイメージこそ楽園の破壊者であるアイヴィには相応しいものであろう。
　アイヴィが沼地を排水したのは，勿論その土地を開墾して大きな利益をあげるためであったが，
それと同時に「この非生産的な草原を，その無為と銀の美しさ故に愛した人々の上に自己の権力を
主張する［“lｖy…had asserted his power over the people who had loved those unproductive
meadows for theiridleness and silverybeauty”］(p.106)」ためでもあったのである。もはや時
代は大きぐ変わり，開拓者達が築き上げた美しい世界は，アイヴィのような醜い若者達のなすがま
まになろうとしているのである。ニールは次のように述べている。
The 01d West had been settledby dreamers, great-hearted adventurers who were unpracti-
cal to the point of magnificence; ａ courteous brotherhood, strong in attack but weak in
defence, who could conquer but could not hold. Now all the vast territory they had won
was to be at the mercy of men like Ivy Peters, who had never dared anything, never
risked anything. They would drink up the mirage, dispel the morning freshness, root out
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the great brooding spirit of freedom, the generous, easy life of the great land-holders.
The space, the colour, the princely carelessness of the pioneer they would destroy and cut
up into profitable bits, as the match factory splinters the primeval forest. A11 the way
from the Missouri to the mountains this generation of shrewd young men, trained to
petty economies by hard times, would do exactly what Ivy Peters had done when he drain-
ed the Forrester marsh. (pp. 106-107)
（訳）古い西部は，壮大と言ってよいまでに非実際的であった夢想家や，心の広い冒険家達に
　　よって開拓されたのだ。彼等は礼儀正しい同胞愛を持ち，攻めるには強かったが，守るには
　　弱く，征服することは出来たが，保持することの出来ない人々であった。今では彼等が勝ち
　　取った広大な領土は，すべてアイヴィ・ピーターズのような男達のなすがままになろうとし
　　ている。彼等は何事にも敢然と立ち向ったこともなければ，一度も危険を冒したこともない
　　連中なのである。彼等は蜃気楼を飲み尽くし，朝のすがすがしさを追い払い，偉大な地主達
　　の立派な自由の精神を，彼等の寛容な，こせこせしない生活を根こそぎにするだろう。開拓
　　者の空間，色彩，王者のような無頓着さを，彼等は破壊して，細切れにしてしまうだろう。
　　ちょうどマッチ工場が原始林を切り裂くように。不景気時代によってけちくさい経済に慣ら
　　されてしまったこの抜け目のない若い世代の者達はアイヴィ・ピーターズがフォレスター家
　　の沼地を濯漑した時にやったと同じ手口でミズーリから山岳地方までの間を塗りっぶしてゆ
　　くだろう。
　８月の初め，大尉は二度目の卒中を起こし，もはや完全に身体の自由が効かなくなる。それは，
くしくもエリンジャーの結婚を知った夫人が嫉妬に狂ってデンヴァーの彼に電話をかけ，その醜態
ぶりが交換手の口から町の人々に伝わったすぐ後のことであ’る。それまでフォレスター邸は一般の
町の人々にとっては近寄りがたい別世界であったが，大尉が無能無力となってしまうと，すべては
一変する。慣れない家事労働と夫の看病で疲れ果てた夫人は，もはや見栄も外聞も保てず何事にも
無頓着になるが，アイヴィの女版とも言うべき町の女達は，この待ちに待っていた機会をとらえて，
フォレスター邸の奥深くまでアリのように自由に入ってきては，家財道具をいじりまわり，その品
定めをやり始めたのである。フォレスター家の凋落ぶりを知った女達は日に日にずうずうしくなる
が，夫人には明らかにそれを食い止めるだけの力はなく，ただ酒の力で気力を持ちこたえているだ
けである。かつては容易には近寄ることの出来なかった魔法の家も，かつまたその美しさと優雅さ
故に「特別な種類の人間」と思われていた貴婦人も，ただのつまらない存在になり下がってしまっ
たのである。
　たまりかねたニールは，ついに大学を１年休学して夫妻の行く末を見届けようとする。大尉の平
和な最後の日々を共に過ごすことによってニールは，大尉の夫人に対する態度を深く理解するので
ある。「大尉は，夫人が自分自身を知っている以上に，夫人のことをよく知っていたのであり……
すべてを知った上で夫人の価値を高く評価していたのである［“the Captain knew his wife better
even than she knew herself; and that, knowing hと「,he ... valued heｒﾌﾟ’」(p.143)」。この大尉
の慈愛に溢れた態度は，物欲と色欲が目当てで夫人を箭絡してゆくアイヴィの醜さを対照的に強め
よう。
　数ケ月後の12月初め，冬の訪れと共に大尉は死ぬ。開拓者の栄光の時代は終り，ついにアイヴィ
に代表される非道の時代が到来したのである。その変化を最も鮮明に表現するのは，皮肉なことに
開拓時代の花であった夫人である。長年。,ニールも伯父も他の人々も大尉が夫人の苦労の種となり
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重荷とな･つていると考えていたが，しかし，いざ大尉が死んでみると，夫人はまるで別人のように
なって「底荷を積んでいない船のように，あらゆる風にあちらこちらと吹き流される［“she was
like a ship without ballast, driven hither and thither by every wind”］ (p. 152)」「軽はずみで，
つむじ曲がり［“flighty and perverse”］(p. 152)」の女に成り果ててしまうのである。
　大尉の死後，アイヴィは前にも増してしげしげと我がもの顔でフォレスター屋敷に姿を現わすよ
うになるが，彼と付き合えば付き合うほど，夫人の評価は下降してゆくばかりである。夫人は大尉
が経済的に破綻して以来，インディアンを喘して，ほとんどただ同然で素晴らしい土地を手に入れ
るアイヴィを口では尊敬できないとは言いながらも，裏ではその彼に頼ってこっそりと小金を投資
していたが，大尉が死ぬと，それを待っていたかのように，フォレスター家の顧問弁護士をポメロ
イ判事からアイヴィに切り替える背信行為を働くのである。これが，20年間の長きにわたって忠実
に，しかもデンヴァーの銀行の倒産以来は報酬として一文も受け取らずに，奉仕してきたポメロイ
判事に対する夫人の仕打ちだったのである。ここに，名も名誉もかなぐり捨てて金万能の新しい時
代の価値観を受け入れた夫人の姿を見ることが出来よう。夫人は，町の人々だけではなく賛美者で
あるニールにとっても，もはや完全にヴェールをはがされた「ただの人［“ａ common woman”］」
になってしまったのである。彼は次のように述べている。
A11 those years he had thought it was Mrs. Forrester who made that house so different
from any other. But ever since the Captain's death it was ａ house where old friends,like
his uncle, were betrayed and cast off, where common fellows behaved after their kind and
knew ａ common woman when they saw her.(p. 170)
（訳）長年，ニールは，この家が他の家とかけ離れたよさを持っているのは，フォレスター夫
　　人が居るためなのだと思っていた。ところが，大尉が死んで以来，この家は，ニールの伯父
　　さんのような昔からの友人達は裏切られ，身棄てられ，それに代って俗物どもが本性まるだ
　　しの振る舞いをし，夫人に会えば，普通のおかみさんと少しも違わない，と悟る始末になっ
　　てしまったのだ。
　辺境の偉人達の未亡人とは違って，たとえどのような条件であろうと＜生きる＞ことを選ぶ夫
人21はｰそのために最後には土地を喘し取られたインディアンと同じ末路を辿ることも知らずに
一益々アイヴィに深入りし，ついに彼に身をまかせるまでに堕落する。かつてはニールの憧れの
的であった美しい夫人が，こともあろうに，アイヴィの性愛の対象にまで成り下がったのである。
それを目撃したニールは，「夫人に対してうんざりした軽蔑の情を抱いて［“with weary contempt
for her in his heart”］(p.169)」永遠に故里に別れを告げる決心をする。彼は夫人によって二度
も苦杯をなめさせられたのだ。いかにスパニエル的なニールといえども，二度の苦杯は彼の目を覚
ますに充分であった。夫人に象徴されるように，西部の空間も人間もあまりにも変わってしまった
ので，もはや戻って来る目当ては何もなくなったのである。
　落ちるところまで落ちた夫人は，結婚を控えているアイヴィに家屋敷を売って（フォレスター邸
は，ついにアイヴィの手に落ちたのである），故郷のカリフォルニアヘ帰ったらしいという噂をニー
ルは伯父の死後伝え聞くが，しかし，「スウィート・ウォーターを去る前は，もう全く途方にくれ
ている様子でした［“She seemed pretty well gone to pieces before she left Sweet Water”］
(p. 174)」という言葉から窺うことが出来るように，結局のところ，夫人はアイヴ｡イにもて遊ばれ
た挙句に高く売れることを期待していた家までも買いたたかれてしまったのである。それを知った
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ニールが夫人のことを思う度に，無念の思いに付き纒われたのも当然のことであろう。
　しかし，長い歳月が過ぎて夫人の生死のほども分からなくなった頃，夫人は鮮明な私情を挾まぬ
思い出としてニールの心に甦り，彼は夫人と知り合いになったことを大変嬉しく思うようになる。
それは何故であろうか。第一に，大尉の妻として最も華やかであった頃の夫人の姿は，「一輪の花
が春の芳しさ全体を呼び起こす［“the perfume of ａ single flower may call up the whole sweet-
ness of spring”］(p.172)」ように，開拓時代の栄光を具現する比類なき美しい存在であったから
であり，第二に，このことは忘れてはならない重要なことではあるが，自らが係わった男性達の姿
を映して＜美＞と＜醜＞の人生を生きた2’夫人の中にこそ，ニールの人生へのイニシエーションと
西部の神話作りの過程があったからである。次の文章は他ならぬその証左である。
He came to be very glad that he had known her, and that she had had a hand in breaking
him in to life.He has known pretty women and clever ones since then, but never one
like her, as she was in her best days. (p.171)
(訳)　ニールは夫人と知り合いになったことを大変嬉しく思うようになった。そして，･夫人が
　　自分を仕込んで一人前にさせてくれた一人であることも，嬉しく思うようになった。あれ以
　　来，ニールは美しい婦人や賢い婦人と知りあったが,'一番華やかな時代のフォレスター夫人
　　のような婦人には一度もぶつからなかったのである。
　だからこそ，長い歳月が過ぎた後で，再会した故里の友人から夫人がカリフォルニアで出会った
老英国人と再婚し，ブエノス・アイレスの地で最後まで彼に大切にされて死んだということを聞か
された時，「それは本当に良かった［“Thank God for that!”］(p.174)」と心の底から喜ぶことが
出来たのである。
　ではここで,。この夫人と係わった主な男性達の特色を見てみよう。まず第一に，老いた大尉であ
るが，彼は新しい時代と力を前にして敗北してゆく象徴的人物に相応しく，物語の大半に於いて半
病人であり，最後は「滅び」の冬に死んでゆく。次にアイヴィ・ピーターズであるが，彼は大尉の
長年の夢を結晶させた美しい楽園（フォレスター屋敷）とその妻を蹊嗣し，己のなすがままにして
ゆく卑劣な新しい世代を典型的に象徴する人物に相応しく，男根のイメージとサタンであるヘビの
イメージを併せ持つ醜い若者として描かれている。 40男の「野卑な俗物」であるフランク・エリン
ジャーが，このアイヴィに先立つ世代の人間であることを思う時，彼がアピアランスとリアリティ
の全く異なる人物として描かれているのも納得がゆこう。なぜなら，彼は醜い新世代の先陣を切る
卑小な人物に相応しく，既に見た銀行幹部達と同様，外見は見事に保ってはいるか，中味は既に腐
敗しているからである。
　では，これらの男性達と夫人との係わりあいを見つめ続けてきた語り手のニール23を見てみよう。
幼くして母を亡くした彼もまた，カールやジムと同様，年上の女性を追い求める人物の一人である
のは無理からぬことではあるが，ただ＜遅れてきた世代＞の若者である彼の憧れる女性は√後者の
二人が理想とした逞しい母なる女性ではなく，異性として美しく優雅な女性である。彼はこの女性
の転落の人生に深い失望を味わいながらも,最終的にはカごルやジムと同様,自らが深く係わって生
きたヒロインに対して大きな喜びを抱くようになる。なぜなら，彼は，この夫人を通して「人生の
すべての意味「“the whole meaning of his life”？」を，西部神話と連関する「あまりにも重大な
意味［“too much meaning”］25」を教えられたからである。以上が『迷える夫人』に登場する主な
男性達の特色であるが，それらはいずれも時間がただクロノスの鎌でしかないこの物語の世界を如
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実に反映していよう。
　最後に，全体を通して言えば，ヒｂインの母親達を含めて三作品に登場するほとんどすべての女
性達が，その内側に強い＜生＞の要素を持つエロス的人間であるのに対して，男性達はどれもこれ
も何らかの意味で不毛な＜死＞の要素と結び付くタナトス的人物26であると言えようが，それは
＜生＞と＜死＞の要素をその大きな本質とするキャザーの開拓者文学27には極めて興味深い結果で
はなかろうか。
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